
山
頂
の
宝
篋
印
塔
と
千
葉
・
信
濃
に
残
る
武
石
氏
の
足
跡 

 

蕨 

由
美  

 

は
じ
め
に 

 

八
千
代
市
村
上
の
正
覚
院
の
釈
迦
如
来
立
像
が
、
奈
良
西
大

寺
や
鎌
倉
極
楽
寺
の
釈
迦
像
と
同
様
な
清
凉
寺
式
で
、
鎌
倉
時

代
に
叡
尊
・
忍
性
な
ど
真
言
律
宗
の
僧
に
よ
り
広
め
ら
れ
た
特

殊
な
仏
像
で
あ
る
（
１
）
こ
と
か
ら
、
筆
者
は
清
凉
寺
式
如
来

像
や
忍
性
の
遺
し
た
石
造
物
な
ど
を
中
心
に
忍
性
に
よ
る
東
国

布
教
の
足
取
り
を
追
っ
て
き
た
。 

中
で
も
、
忍
性
の
関
東
進
出
の
拠
点
と
な
っ
た
つ
く
ば
市
の

小
田
山
山
頂
の
宝
篋
印
塔
と
、「
良
観
上
人
」（
忍
性
）
の
銘
の

あ
る
箱
根
山
の
宝
篋
印
塔
の
関
連
を
調
べ
る
と
、
後
者
に
は
、

結
縁
衆
と
し
て
「
武
石
四
郎
左
衛
門
尉
宗
胤
」
の
銘
が
あ
り
、

そ
の
名
は
、
千
葉
市
花
見
川
区
武
石
町
（
た
け
い
し
ち
ょ
う
）

の
地
を
領
し
た
武
石
氏
に
つ
な
が
る
人
物
名
で
あ
っ
た
。 

さ
ら
に
、同
時
代
に
山
頂
に
建
立
さ
れ
た
宝
篋
印
塔
と
し
て
、

長
野
県
長
和
町
の
仏
岩
宝
篋
印
塔
が
あ
り
、
こ
の
塔
に
も
、
千

葉
氏
一
族
の
武
石
宗
胤
と
推
定
さ
れ
る
人
物
名
が
造
立
者
と
し

て
刻
ま
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
仏
岩
か
ら
大
門
街
道
を
下

っ
た
山
麓
に
は
、
千
葉
市
武
石
町
と
同
地
名
の
武
石
村
（
た
け

し
む
ら 

平
成
一
八
年
三
月
上
田
市
に
合
併
）
が
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
小
田
山
・
箱
根
山
・
仏
岩
の
宝
篋
印
塔
の
宗
教

的
な
建
立
意
図
と
、
銘
文
に
登
場
す
る
武
石
氏
に
つ
い
て
、
千

葉
と
信
濃
に
残
る
そ
の
足
跡
を
紹
介
し
た
い
と
思
う
。 

 

一 

「
高
山
峰
上
」
に
建
つ
宝
篋
印
塔 

（
一
）
小
田
山
宝
篋
印
塔 

 

鎌
倉
新
仏
教
台
頭
の
時
代
、
戒
律
の
重
視
と
殺
生
禁
断
・
慈
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善
救
済
を
実
践
す
る
奈
良
西
大
寺
の
僧
叡
尊
に
よ
り
そ
の
弟
子

の
忍
性
が
東
国
に
派
遣
さ
れ
、
常
陸
の
小
田
山
山
麓
に
三
村
山

清
冷
院
（
三
村
寺
）
を
建
立
し
た
の
は
、
建
長
四
年
（
一
二
五

二
）
で
あ
っ
た
。
忍
性
は
、
弘
長
二
年
（
一
二
六
二
）
鎌
倉
に

移
っ
て
活
動
す
る
ま
で
こ
こ
に
十
年
間
止
住
し
、
常
総
に
広
が

る
内
海
の
水
運
を
利
用
し
て
鎌
倉
進
出
の
地
歩
を
固
め
た
と
い

う
。
現
在
、
三
村
寺
は
廃
寺
で
、
鎌
倉
期
の
特
徴
あ
る
石
造
物

を
残
す
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
一
つ
と
し
て
、
三
村
寺
の
奥
の

院
と
も
い
え
る
小
田
山（
宝
篋
山
）山
頂
の
宝
篋
印
塔
が
あ
る
。 

数
年
前
に
整
備
さ
れ
た
登
山
道
を
二
時
間
ほ
ど
登
る
と
、
北

面
に
筑
波
山
、
東
南
西
面
に
関
東
平
野
を
一
望
す
る
標
高
四
三

一
メ
ー
ト
ル
の
山
頂
に
至
り
、
壮
大
な
宝
篋
印
塔
を
仰
ぎ
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
花
崗
岩
製
で
、
欠
損
し
た
相
輪
を
補
っ
て
復

元
す
る
と
二
・
五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
高
さ
に
な
る
。 

建
立
年
を
記
す
銘
は
な
い
が
、
基
礎
を
二
区
に
分
か
つ
点
と

笠
下
を
三
段
に
造
り
だ
す
点
は
、
忍
性
の
故
郷
の
奈
良
県
額
安

寺
の
宝
篋
印
塔
（
文
応
元
年
銘 

一
二
六
〇
）
に
、
塔
身
に
二
重

円
相
光
形
を
彫
り
く
ぼ
め
顕
教
四
仏
を
浮
彫
り
す
る
点
、
塔
身

下
に
反
花
座
を
置
く
点
は
奈
良
県
観
音
院
宝
篋
印
塔
（
弘
長
三

年
銘 

一
二
六
三
）
に
類
似
す
る
。（
２
） 

お
そ
ら
く
忍
性
が
こ
の
地
を
去
り
鎌
倉
に
向
か
お
う
と
し
て

い
た
弘
長
二
年
前
後
に
、
額
安
寺
宝
篋
印
塔
に
銘
の
あ
る
大
蔵

派
の
石
工
の
手
に
よ
り
作
ら
れ
た
塔
で
あ
ろ
う
。 

屋
根
の
四
隅
に
は
風
鐸
を
吊
る
す
孔
が
穿
た
れ
て
あ
り
、
往

時
は
荘
厳
な
音
を
響
か
せ
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
。 

 

（
二
）
箱
根
山
宝
篋
印
塔 

 

箱
根
山
中
、
精
進
池
の
ほ
と
り
に
、「
多
田
満
仲
の
墓
」
と
俗

称
さ
れ
る
現
高
二
・
六
七
メ
ー
ト
ル
（
後
補
の
相
輪
を
除
く
）

の
宝
篋
印
塔
が
あ
る
。
こ
こ
は
中
世
の
湯
坂
道
の
峠
の
最
高
点

に
位
置
し
、
周
囲
の
「
六
道
地
蔵
」
な
ど
の
石
仏
石
塔
と
共
に

石
造
物
群
を
構
成
し
て
い
る
。安
山
岩
製
の
こ
の
宝
篋
印
塔
は
、

塔
身
に
は
三
面
に
胎
蔵
曼
荼
羅
の
四
仏
の
種
子
を
陰
刻
し
、
残

り
一
面
に
は
如
来
坐
像
を
半
肉
彫
で
表
す
。
塔
の
笠
の
軒
と
そ

の
下
二
段
の
周
囲
に
は
、
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
の
梵
字
が
刻
ま
れ

て
あ
る
。
基
礎
側
面
の
輪
郭
が
一
区
で
格
狭
間
が
造
ら
れ
る
な

ど
関
西
様
式
の
特
徴
も
見
ら
れ
、
関
東
様
式
へ
移
行
期
の
宝
篋

印
塔
と
し
て
学
史
的
に
も
重
要
と
さ
れ
る
石
塔
で
あ
る
。 

格
狭
間
に
は
、
西
面
に
施
主
「
四
郎
衛
門
尉
」
と
大
願
主
「
祐



禅
」
お
よ
び
「
永
仁
四
年
（
一
二
九
六
）
五
月
四
日
」
の
銘
、

南
面
に
は
結
縁
衆
と
し
て「
武
石
四
郎
左
衛
門
尉
平
宗
胤 

及
月

光
源
氏
女 
源
宗
経
」「
行
事
僧
寂
日
」、
石
工
と
し
て
「
大
蔵
安

氏
」
の
名
が
あ
る
。
北
面
に
は
供
養
導
師
と
し
て
「
良
観
上
人
」

（
忍
性
）
の
名
が
あ
り
、
さ
ら
に
正
安
二
年
（
一
三
〇
〇
）
の

銘
と
そ
の
後
に
「
心
阿
」
の
名
が
追
刻
さ
れ
て
い
る
。（
３
） 

銘
文
中
「
四
郎
衛
門
尉
」
は
佐
々
木
（
京
極
）
近
江
守
源
氏

信
、「
月
光
源
氏
女
」
は
氏
信
の
娘
で
武
石
宗
胤
の
妻
、「
源
宗

経
」
は
氏
信
女
（
宗
胤
妻
の
姉
妹
）
を
母
に
す
る
佐
々
木
加
地

宗
経
（
４
）
と
推
察
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
三
）
仏
岩
宝
篋
印
塔 

 

長
野
県
長
和
町
の
大
門
街
道
沿
い
の
仏
岩
登
山
口
か
ら
登
山

道
を
三
〇
分
歩
き
、
梯
子
を
三
連
よ
じ
登
っ
た
標
高
一
三
五
三

メ
ー
ト
ル
の
仏
岩
山
頂
の
鉄
柵
の
中
に
宝
篋
印
塔
が
あ
る
。 

安
山
岩
製
、
相
輪
と
隅
飾
を
欠
き
、
残
っ
て
い
る
現
石
塔
の

高
さ
は
八
五
セ
ン
チ
で
あ
る
。
塔
身
四
面
の
月
輪
内
に
金
剛
界

四
仏
の
種
子
、
屋
根
と
基
壇
に
は
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
の
経
文
が

梵
字
で
刻
ま
れ
て
あ
り
、
ま
た
岩
の
下
で
発
見
さ
れ
た
隅
飾
に

は
経
文
の
冒
頭
部
分
が
残
さ
れ
て
い
る
。 

『
信
濃
史
料
』（
５
）
に
よ
れ
ば
基
礎
に
次
の
銘
文
が
あ
る
。 

南
面
「
応
長
第
一
暦
南
呂
上
旬
／
□
□
弟
子
□
□
菩
薩
□
／

妙
法
□
□
人
生
□
滅
罪
□
／
出
離
生
死
頓
証
菩
提
仏
果
／
円
満

乃
至
法
界 

利
益
□
／
□
印
□
石
塔
婆
一
基
所
奉
（
カ
）
／
造

立
供
養
如
件 

敬
白
」 

西
面
「
肥
前
太
守
阿
弥
陀
□
□
」、
北
面
「
息
女
并
日
光
□
宮

□
」、
東
面
「
近
江
禅
閣
□
善
生
□
」 

銘
文
の
建
立
年
の
応
長
元
年
（
一
三
一
一
）
八
月
は
、
箱
根

山
宝
篋
印
塔
の
追
刻
銘
の
正
安
二
年
か
ら
十
一
年
後
。
関
東
形

式
で
あ
る
が
、基
礎
の
枠
が
二
区
に
分
割
さ
れ
て
い
な
い
点
は
、

箱
根
山
宝
篋
印
塔
と
同
じ
く
関
西
の
影
響
を
含
ん
で
い
る
。 

な
ぜ
山
頂
に
建
立
し
、
銘
文
の
名
は
だ
れ
か
と
い
う
問
い
に

『
信
濃
史
料
』
や
『
新
編
長
門
町
誌
』（
６
）
も
答
え
て
い
な
い
。 

 

（
四
）「
高
山
峰
上
」
の
宝
篋
印
塔
の
建
立
意
図
と
寄
進
者
銘 

 
宝
篋
印
塔
は
、
階
段
状
の
笠
と
四
隅
に
隅
飾
を
持
つ
こ
と
が

特
徴
で
、
中
国
の
呉
越
王
銭
弘
俶
が
諸
国
に
立
て
た
金
塗
塔
が

原
型
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
宝
篋
印
陀
羅
尼
と
い
う
経
を



納
め
た
た
め
「
宝
篋
印
塔
」
の
名
称
が
生
じ
た
と
さ
れ
、
箱
根

山
と
仏
岩
の
宝
篋
印
塔
に
は
、
宝
篋
印
陀
羅
尼
が
直
接
刻
ま
れ

て
い
る
。
宝
篋
印
陀
羅
尼
経
に
は
、「
若
し
人
往
き
て
高
山
の
峰

上
に
在
り
、
至
心
に
咒
（
宝
篋
印
陀
羅
尼
）
を
誦
さ
ば
、
眼
根

に
及
ぶ
と
こ
ろ
の
遠
近
世
界
、
山
谷
林
野
江
湖
河
海
、
そ
の
中

に
有
る
と
こ
ろ
の
毛
羽
鱗
一
切
の
生
類
は
、
惑
障
を
砕
破
し
、

無
明
を
覚
悟
す
、
本
有
の
三
種
仏
性
を
顕
現
せ
し
め
て
、
畢
竟

大
涅
槃
中
に
安
ら
か
に
処
る
」
と
あ
る
。（
２
） 

宝
篋
印
塔
は
普
及
す
る
に
つ
れ
、
滅
罪
・
延
命
な
ど
の
利
益

か
ら
追
善
や
逆
修
の
供
養
塔
・
墓
塔
と
し
て
造
立
さ
れ
て
い
く

た
め
、
山
頂
の
宝
篋
印
塔
の
建
立
意
図
も
不
明
に
な
っ
て
い
っ

た
と
思
わ
れ
る
が
、「
高
山
峰
上
」
に
建
立
し
て
眼
下
に
見
渡
す

限
り
の
全
て
の
も
の
に
遍
く
宝
篋
印
陀
羅
尼
の
功
徳
を
及
ぼ
し
、

生
類
全
て
の
成
仏
を
果
さ
ん
と
す
る
意
図
は
、
窮
民
救
済
と
殺

生
禁
断
を
説
き
実
践
し
た
忍
性
の
教
え
の
そ
の
も
の
で
あ
り
、

三
つ
の
山
頂
か
ら
展
望
す
る
関
東
・
東
海
・
中
部
の
広
い
範
囲

は
、
ま
た
忍
性
の
東
国
布
教
の
志
の
表
れ
で
も
あ
っ
た
。 

箱
根
山
宝
篋
印
塔
の
銘
文
を
参
考
に
、
仏
岩
の
寄
進
者
を
探

る
と
、「
肥
前
太
守
」
は
「
武
石
四
郎
左
衛
門
尉
宗
胤
」
す
な
わ

ち
『
伊
達
世
臣
家
譜
』
に
あ
る
「
胤
氏
子
従
五
位
下
肥
前
守
初

称
弥
太
郎
・
又
左
衛
門
尉
宗
胤
・
・
・
」
で
あ
り
、「
近
江
禅
閤
」

は
近
江
に
基
盤
を
持
つ
実
力
者
の
佐
々
木
（
京
極
）
近
江
守
氏

信
。「
息
女
」
は
武
石
宗
胤
の
妻
で
氏
信
の
娘
、
箱
根
山
塔
の
「
月

光
」
で
、
佐
々
木
道
誉
の
大
叔
母
と
な
る
人
物
で
あ
る
。
さ
ら

に
「
日
光
」
は
、
月
光
の
姉
で
小
県
郡
上
田
庄
に
所
領
を
も
つ

大
江
上
田
氏
に
嫁
い
で
き
た
氏
信
の
三
女
と
い
う
。（
７
） 

 

二 

千
葉
氏
流
武
石
氏
の
系
譜
と
千
葉
市
内
の
武
石
氏
史
跡 

 

箱
根
山
宝
篋
印
塔
の
「
結
縁
衆
」
の
「
武
石
四
郎
左
衛
門
尉

宗
胤
」
は
、
千
葉
六
党
の
ひ
と
り
武
石
胤
盛
（
一
一
四
六
～
二

一
五
）
の
曾
孫
で
あ
る
。
胤
盛
は
、
源
頼
朝
の
旗
揚
げ
で
功
を

為
し
た
千
葉
常
胤
の
三
男
、
母
は
秩
父
重
弘
の
娘
で
あ
り
、
千

葉
郡
武
石
郷
を
領
し
た
こ
と
か
ら
郷
名
を
も
っ
て
武
石
三
郎
胤

盛
と
名
乗
り
、
父
常
胤
が
頼
朝
か
ら
受
け
た
陸
奥
国
の
所
領
の

宇
多
郡
・
伊
具
郡
・
亘
理
郡
の
一
部
を
譲
ら
れ
て
い
る
。
元
暦

元
年
（
一
一
八
四
）
に
常
胤
と
と
も
に
木
曽
義
仲
追
討
で
功
を

あ
げ
、『
吾
妻
鏡
』
に
は
、
建
久
二
年
（
一
一
九
一) 

正
月
一
日

千
葉
介
常
胤
が
献
ず
る
垸
飯
（
お
う
ば
ん
）
式
の
献
上
役
と
し

て
「
砂
金
は
三
郎
胤
盛
」
と
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 



宗
胤
（
一
二
五
一
～
三
一
四
）
の
代
に
拠
点
を
亘
理
郡
に
移

し
て
亘
理
氏
と
称
し
、
武
石
に
残
っ
た
系
統
は
千
葉
氏
・
里
見

氏
に
仕
え
た
。
宗
胤
に
関
す
る
千
葉
市
内
の
史
跡
は
ほ
と
ん
ど

な
い
が
、
胤
盛
と
曾
孫
の
武
石
長
胤
に
関
す
る
史
跡
や
伝
承
地

は
、
花
見
川
区
武
石
町
と
長
作
町
に
数
多
く
残
っ
て
い
る
。 

 

（
一
）
真
蔵
院
と
阿
弥
陀
一
尊
板
碑
「
武
石
の
板
碑
」 

 

武
石
町
の
真
蔵
院
は
、
大
同
元
年
（
八
〇
六
）
興
教
大
師
に

よ
る
開
山
と
伝
え
ら
れ
、
建
久
八
年
（
一
一
九
七
年
）
武
石
三

郎
胤
盛
が
、
母
（
秩
父
氏
）
の
菩
提
を
弔
い
、
柳
地
蔵
菩
薩
を

祀
っ
て
、
中
興
開
山
し
た
と
い
う
。
境
内
に
は
秩
父
緑
泥
岩
の

「
武
石
の
板
碑
」、
波
切
不
動
堂
、
そ
の
裏
山
に
は
羽
衣
神
社
が

あ
り
、
墓
地
を
抜
け
る
と
、
武
石
城
や
大
小
塚
が
あ
っ
た
と
伝

承
さ
れ
る
畑
の
台
地
に
出
る
。 

「
武
石
の
板
碑
」
と
称
さ
れ
る
阿
弥
陀
一
尊
板
碑
は
、
緑
泥

片
岩
製
の
高
さ
二
・
三
七
メ
ー
ト
ル
の
武
蔵
式
板
碑
で
、
千
葉

市
指
定
文
化
財
で
あ
る
。
伝
承
に
よ
れ
ば
、
武
石
胤
盛
の
母
親

の
菩
提
の
追
善
供
養
に
建
立
し
た
七
基
の
板
碑
の
ひ
と
つ
で
、

当
初
は
、
須
賀
原
の
愛
宕
山
古
墳
に
建
立
さ
れ
、
江
戸
時
代
に

真
蔵
院
の
波
切
不
動
堂
の
山
下
に
移
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
現
在

は
本
堂
前
に
設
置
さ
れ
て
い
る
。 

板
碑
銘
文
は
「（
右
為
）
先
妣
聖
霊
出
離
生
死
証
大
菩
薩
也
／

永
仁
第
二
暦
／
季
秋
卅
之
天
」、
種
子
は
キ
リ
ー
ク
で
、
阿
弥
陀

如
来
を
表
す
。
こ
の
永
仁
二
年
（
一
二
九
四
）
の
年
銘
は
、
一

二
一
五
年
に
没
し
た
胤
盛
の
建
立
と
す
る
に
は
八
十
年
余
の
か

い
離
が
あ
り
、
和
田
茂
右
衛
門
氏
は
、
永
仁
元
年
に
武
石
氏
を

相
続
し
た
武
石
三
郎
胤
晴
と
推
定
し
て
い
る
（
８
）
が
、
永
仁

四
年
銘
の
箱
根
山
宝
篋
印
塔
に
名
の
あ
る
武
石
宗
胤
の
建
立
も

考
え
ら
れ
る
。 

波
切
不
動
堂
は
、
正
元
元
年
（
一
二
五
九
）、
胤
盛
の
曾
孫
の

長
胤
が
建
立
し
、
胤
盛
が
守
り
本
尊
と
し
た
一
寸
八
分
の
金
仏

の
不
動
尊
が
祀
ら
れ
て
い
る
と
い
わ
れ
、
こ
こ
が
海
辺
だ
っ
た

こ
ろ
は
漁
民
の
信
仰
を
集
め
て
い
た
。 

波
切
不
動
堂
の
裏
山
に
祀
ら
れ
て
い
る
石
碑
「
羽
衣
神
社
」

は
、
千
葉
氏
に
広
く
伝
わ
る
羽
衣
伝
承
地
の
ひ
と
つ
で
、
こ
の

裏
山
、
ま
た
は
こ
の
下
の
池
に
天
女
が
舞
い
降
り
、
羽
衣
を
奪

わ
れ
た
天
女
か
ら
生
ま
れ
た
の
が
、
武
石
胤
盛
と
い
う
。 

 

（
二
）
愛
宕
神
社
古
墳 



真
蔵
院
の
板
碑
が
元
あ
っ
た
場
所
と
い
う
の
が
、
検
見
川
道

を
南
へ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
行
っ
た
須
賀
原
の
愛
宕
神
社
古

墳
で
、『
千
葉
郡
誌
』（
９
）
に
よ
れ
ば
、
武
石
胤
盛
の
母
（
秩

父
氏
）は
故
あ
っ
て
海
中
に
身
を
投
げ
て
漁
人
の
網
に
か
か
り
、

そ
の
遺
骸
を
愛
宕
山
に
葬
り
、
菩
提
を
弔
っ
て
七
基
の
石
碑
を

建
立
し
た
と
い
う
。
宝
暦
三
年
（
一
七
五
三
）
に
こ
の
地
が
開

墾
さ
れ
た
際
に
、
残
さ
れ
て
い
た
板
碑
一
基
が
真
蔵
院
へ
遷
さ

れ
た
。
な
お
、
古
墳
に
は
石
室
が
あ
り
、
直
刀
、
鏃
、
耳
環
な

ど
の
遺
物
が
出
土
し
た
と
の
こ
と
で
、
古
墳
時
代
の
古
墳
を
中

世
に
供
養
塚
と
し
て
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
。 

現
在
は
平
成
二
二
年
に
改
築
さ
れ
た
社
殿
の
中
に
「
愛
宕
大

権
現
」
銘
の
石
碑
が
祀
ら
れ
、
そ
の
脇
に
は
「
貞
永
元
年
壬
辰

三
月
廿
四
日
」
と
「
下
総
国
千
葉
郡
武
石
郷
」
の
銘
が
刻
ま
れ

て
い
る
が
、石
質
や
形
状
か
ら
、近
世
以
降
の
作
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
現
地
の
「
由
緒
」
板
に
寄
れ
ば
、
貞
永
元
年
（
一
二
三

二
）
三
月
二
四
日
は
、
千
葉
常
胤
の
三
十
三
回
忌
の
命
日
に
あ

た
る
と
さ
れ
る
。 

 

（
三
）
武
石
神
社
と
城
館
跡
伝
承
地 

 

真
蔵
院
の
裏
山
か
ら
京
葉
道
路
武
石
イ
ン
タ
ー
へ
続
く
台
地

上
は
、「
武
石
城
」
が
あ
っ
た
場
所
と
い
わ
れ
て
い
る
。
武
石
神

社
に
つ
い
て
『
千
葉
郡
誌
』
に
は
、「
幕
張
町
大
字
武
石
に
在
り

て
武
石
城
址
の
内
に
あ
り
。
圃
中
小
塚
あ
り
上
に
椎
樟
等
の
雑

樹
を
生
ず
。
小
石
祠
あ
り
傍
に
古
墓
の
壊
石
あ
り
。
土
地
の
人

は
『
お
た
け
様
』
と
称
す
。
即
ち
武
石
様
の
略
に
し
て
武
石
胤

親
（
三
郎
又
は
蔵
人
丞
と
称
す
）
の
墓
な
り
と
な
す
。
其
の
西

方
四
十
間
餘
の
処
又
小
塚
あ
り
、
竹
篠
叢
生
す
。
そ
れ
其
の
妻

の
墓
な
り
と
な
す
。
蓋
し
胤
親
は
足
利
義
明
に
仕
へ
其
の
昔
国

府
臺
の
戦
に
討
死
せ
し
と
云
ふ
。」
と
あ
る
。
現
在
、
特
に
城
館

跡
ら
し
き
遺
構
は
残
っ
て
い
な
い
が
、畑
の
隅
の「
お
た
け
様
」

伝
承
の
塚
に
は
、
鳥
居
と
、
昭
和
一
五
年
に
造
営
さ
れ
、
平
成

一
九
年
に
改
築
さ
れ
た
「
武
石
神
社
」
の
社
殿
が
あ
る
。
神
紋

は
月
星
紋
、
そ
の
境
内
に
あ
る
昭
和
一
五
年
造
営
時
の
「
武
石

神
社
」
銘
の
石
碑
に
は
「
当
神
社
ハ
千
葉
介
常
胤
朝
臣
ノ
三
男

武
石
三
郎
平
胤
盛
朝
臣
以
下
武
石
氏
累
世
ノ
神
霊
ヲ
祭
祀
ス
ル

ノ
社
ニ
シ
テ
往
古
ヨ
リ
此
ノ
地
ニ
鎮
座
シ
地
人
尊
崇
シ
テ
お
武

石
様
ト
称
ス
」と
刻
ま
れ
て
い
て
、こ
れ
ら
の
伝
承
を
も
と
に
、

平
成
一
九
年
に
は
「
お
た
け
し
様
の
御
由
緒
」
の
看
板
が
設
置

さ
れ
て
い
る
。中
世
前
期
に
遡
る
館
跡
な
ど
は
不
明
で
あ
る
が
、



古
墳
が
武
石
氏
の
祖
先
を
祀
る
塚
と
し
て
信
仰
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
、
愛
宕
山
神
社
古
墳
と
共
通
し
て
い
る
。 

 

（
四
）「
武
石
明
神
」
三
代
王
神
社 

 

武
石
三
郎
胤
盛
が
武
石
に
居
城
し
て
三
一
年
後
の
建
仁
二
年

（
一
二
〇
二
）、
郷
中
安
全
の
守
護
神
と
し
て
明
神
社
を
創
建
、

「
武
石
明
神
」
と
称
し
た
が
、
文
亀
元
年
（
一
五
〇
一
）
に
社

号
を
三
代
王
神
社
に
あ
ら
た
め
た
と
い
う
。
祭
神
と
し
て
天
種

子
命
を
祀
る
。 

三
代
王
神
社
は
、
下
総
三
山
の
七
年
祭
り
で
産
婆
役
を
務
め

る
。
こ
の
祭
り
は
、
室
町
時
代
の
頃
に
馬
加
城
主
の
千
葉
康
胤

が
嫡
子
出
産
に
際
し
、
二
宮
神
社
、
子
安
神
社
、
子
守
神
社
、

三
代
王
神
社
の
神
主
に
馬
加
村
の
浜
辺
で
安
産
祈
願
を
さ
せ
た

こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
、
そ
の
康
胤
の
奥
方
の
夢
枕
に
立

ち
安
産
を
守
護
し
た
の
は
、
こ
の
武
石
明
神
で
あ
っ
た
と
伝
承

さ
れ
て
い
る
。 

 

（
五
）
長
作
の
長
胤
寺 

 

正
元
元
年
に
武
石
胤
盛
の
曾
孫
で
宗
胤
の
従
兄
弟
の
武
石
新

左
衛
門
長
胤
が
武
石
町
の
北
側
に
隣
接
す
る
長
作
（
花
見
川
区

長
作
町
）
の
地
を
領
し
、
弘
長
年
中
に
自
ら
の
館
を
寺
と
し
て

創
建
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
寺
院
で
あ
る
。 

長
胤
寺
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
境
内
の
「
當
山
縁
起
」
碑
の

銘
文
に
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。 

「
源
頼
朝
に
仕
え
、
千
葉
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
千
葉
介
常

胤
公
は
七
人
の
男
子
を
儲
け
る
。
各
々
、
千
葉
介
新
助
胤
正
、

相
馬
次
郎
師
常
、
武
石
三
郎
胤
盛
、
大
須
賀
四
郎
胤
信
、
国
分

五
郎
胤
道
、
東
六
郎
胤
頼
、
七
男
は
出
家
し
日
胤
を
名
乗
り
、

三
井
寺
に
て
祈
祷
僧
と
な
る
。
三
郎
胤
盛
が
、
現
在
の
武
石
の

地
を
、
承
安
元
年
（
一
一
七
一
）
一
一
月
一
五
日
伝
領
す
。
武

石
城
の
始
ま
り
で
あ
る
。四
世
孫
武
石
小
二
郎
入
道
長
胤
公
が
、

正
元
元
年
（
一
二
五
九
）
一
二
月
一
〇
日
長
作
の
地
を
領
す
。

弘
長
年
中
（
一
二
六
一
～
六
三
）
自
ら
の
館
を
寺
と
す
る
。
上

総
七
里
法
華
弘
通
の
師
、
日
秦
上
人
（
永
享
四
年
（
一
四
三
二
）

～
永
正
三
年
（
一
五
〇
六
））
の
法
孫
日
傳
上
人
に
よ
り
、
天
文

一
四
年
（
一
五
四
五
）
日
蓮
門
下
に
改
宗
、
の
ち
元
禄
一
四
年

（
一
七
〇
一
）
東
金
最
福
寺
の
流
れ
に
属
し
寄
席
と
す
。
爾
来

法
華
経
の
信
仰
道
場
と
し
て
連
綿
相
続
し
て
い
る
。
三
十
六
世 



清
寿
院
日
祥
」 

本
堂
屋
根
や
雨
水
鉢
に
は
、
千
葉
氏
の
象
徴
で
あ
る
九
曜
と

日
月
の
寺
紋
が
あ
り
、
本
堂
左
手
に
は
眼
病
に
効
く
と
い
わ
れ

る
薬
師
如
来
像
と
共
に
、開
祖
長
胤
の
位
牌
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

武
石
新
左
衛
門
長
胤
の
名
は
、『
吾
妻
鏡
』
に
し
ば
し
ば
登
場

し
、
文
応
元
年
（
一
二
六
〇
）
正
月
二
十
日
の
条
で
は
父
朝
胤

と
と
も
に
御
家
人
役
を
務
め
、
ま
た
同
年
十
一
月
二
十
七
日
の

条
で
は
、
将
軍
宗
尊
親
王
の
鶴
岡
八
幡
宮
及
び
二
所
参
詣
に
供

奉
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

（
六
）
天
津
神
社 

 

長
胤
寺
の
北
東
に
、
小
さ
な
社
殿
の
天
津
神
社
が
あ
る
。
千

葉
氏
の
守
り
神
妙
見
菩
薩
を
祀
っ
た
神
社
で
、
大
正
時
代
に
天

津
神
社
と
改
名
さ
れ
る
前
は
、「
妙
見
神
社
」
と
称
さ
れ
、
武
石

長
胤
に
よ
っ
て
弘
長
年
間
に
千
葉
六
妙
見
の
ひ
と
つ
を
当
所
に

安
置
し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
本
尊
の
逗
子
内
の
妙
見
像
は
秘
仏

と
さ
れ
、「
昔
盗
ま
れ
た
が
、
寒
川
の
漁
師
に
よ
り
海
中
か
ら
拾

わ
れ
、
返
し
て
も
ら
っ
た
」
と
い
う
伝
説
が
あ
る
。 

妙
見
信
仰
は
、
中
国
で
仏
教
と
道
教
と
習
合
し
、
仏
教
と
共

に
日
本
に
伝
来
し
た
大
陸
由
来
の
神
で
、中
世
は「
妙
見
菩
薩
」

と
し
て
、
千
葉
氏
の
軍
神
・
氏
神
と
な
っ
た
。
妙
見
は
北
極
星

及
び
北
斗
七
星
を
神
格
化
し
た
も
の
で
、
千
葉
氏
は
月
星
紋
や

九
曜
紋
を
家
紋
と
し
、
ま
た
そ
の
拠
点
に
は
妙
見
を
祀
る
寺
社

を
建
立
し
て
い
る
。 

平
成
一
五
年
に
八
千
代
市
郷
土
歴
史
研
究
会
で
、
社
殿
内
を

拝
見
し
た
際
、
明
治
一
八
年
奉
納
の
、
甲
冑
を
着
け
た
武
将
形

で
玄
武
に
乗
る
姿
の
妙
見
菩
薩
像
の
絵
馬
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。 

 

（
七
）
長
作
の
諏
訪
神
社 

 

花
見
川
沿
い
の
台
地
上
に
長
作
の
諏
訪
神
社
が
鎮
座
し
、
境

内
に
は
寛
永
五
年
（
一
六
二
九
）
建
立
、
天
保
七
年
（
一
八
三

六
）
再
建
と
伝
え
ら
れ
る
社
殿
と
社
叢
林
が
残
っ
て
い
る
。
創

建
の
時
代
は
不
明
で
あ
る
が
、「
延
暦
年
中
、
坂
上
田
村
麻
呂
東

夷
出
征
の
際
、
信
濃
惣
社
上
下
諏
訪
に
陳
し
、
連
に
東
平
あ
ら

ん
こ
と
を
祈
願
し
、
稍
鎮
定
の
帰
途
に
至
り
、
上
下
惣
社
当
所

に
遷
置
す
。
之
を
本
村
の
鎮
座
と
す
。」
と
伝
承
さ
れ
て
い
る
。 

現
在
、
宗
教
法
人
の
諏
訪
神
社
は
、
千
葉
市
内
に
他
に
二
社

あ
り
、
近
隣
の
八
千
代
市
高
津
新
田
の
諏
訪
神
社
は
、
江
戸
時



代
に
長
作
の
諏
訪
神
社
を
勧
請
し
た
神
社
で
あ
る
。 

全
国
に
約
二
千
六
百
社
あ
る
と
い
わ
れ
る
諏
訪
神
社
の
多
く

は
鎌
倉
時
代
に
勧
請
さ
れ
て
い
る
。
諏
訪
神
は
、
山
の
神
・
風

の
神
と
し
て
生
活
の
源
を
司
る
神
で
あ
り
、
ま
た
古
く
か
ら
山

の
狩
猟
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
、
そ
の
狩
猟
に
使
う
弓
や
矢
か
ら

の
連
想
か
ら
軍
神
と
し
て
信
仰
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
坂
上
田

村
麻
呂
の
東
征
の
守
護
な
ど
の
伝
承
が
付
与
さ
れ
て
、
頼
朝
や

北
条
氏
な
ど
多
く
の
武
将
か
ら
も
篤
く
崇
敬
さ
れ
た
と
い
わ
れ

る
。
特
に
鎌
倉
時
代
、
諏
訪
大
社
の
御
射
山
（
霧
ヶ
峰
高
原
八

島
湿
原
）
を
舞
台
に
し
た
祭
礼
に
は
、
鎌
倉
幕
府
の
下
知
に
よ

っ
て
信
濃
国
内
に
領
地
を
も
つ
御
家
人
す
べ
て
が
回
り
番
で
費

用
を
負
担
し
、
全
国
か
ら
御
家
人
が
参
集
し
た
。
幕
府
は
建
暦

二
年
（
一
二
一
二
）
以
来
、
殺
生
禁
断
の
た
め
全
国
の
守
護
・

地
頭
に
鷹
狩
り
を
禁
止
し
た
が
、
諏
訪
大
明
神
の
御
贄
狩
（
み

に
え
が
り
）
だ
け
は
例
外
と
し
、
こ
の
た
め
諸
国
の
御
家
人
ら

は
諏
訪
社
を
勧
請
し
て
、
そ
の
御
贄
狩
と
称
し
て
鷹
狩
り
を
続

け
た
と
も
い
わ
れ
る
。（
10
） 

ま
た
武
石
氏
は
、
諏
訪
大
社
と
霧
ケ
峰
の
御
射
山
に
近
い
長

野
県
旧
武
石
村
に
も
領
地
が
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
武

石
村
に
は
大
宮
諏
訪
神
社
が
あ
り
、
ま
た
諏
訪
下
社
の
御
柱
造

営
費
用
を
分
担
し
て
い
た
中
世
末
期
の
文
書
が
遺
さ
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
長
作
の
諏
訪
神
社
も
、
鎌
倉
時
代
に
信
濃
武
石
郷

と
の
縁
が
あ
っ
て
諏
訪
の
神
を
勧
請
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

 

三 

長
野
県
旧
武
石
村
の
地
名
の
由
来
と
史
跡 

 

長
野
県
長
和
町
の
仏
岩
か
ら
、
諏
訪
と
上
田
を
つ
な
ぐ
大
門

街
道
を
下
る
と
、
長
久
保
宿
を
過
ぎ
て
依
田
川
と
合
流
し
、
さ

ら
に
下
流
で
武
石
川
と
合
流
す
る
。
旧
武
石
村
（
現
上
田
市
武

石
）
は
そ
の
川
沿
い
に
広
が
る
村
で
あ
る
。 

こ
の
村
の
中
世
史
の
記
述
は
、
文
書
の
残
る
十
六
世
紀
初
頭

の
領
主
大
井
氏
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。「
武
石
」
の
地
名
由
来
は

不
明
と
さ
れ
、
明
治
時
代
に
保
科
百
助
が
武
石
村
か
ら
産
出
す

る
珍
し
い
黄
鉄
鉱
六
面
体
結
晶
を
「
武
石
（
ぶ
せ
き
）」
と
紹
介

し
た
こ
と
か
ら
、「
武
石
の
地
名
は
こ
の
石
を
産
す
る
か
ら
」
と

い
う
「
地
名
伝
説
」
も
流
布
し
て
い
る
。 

鎌
倉
時
代
に
遡
る
武
石
村
の
歴
史
と
、
地
名
「
武
石
」
が
千

葉
一
族
の
武
石
氏
に
由
来
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
は
、

『
武
石
村
誌
』
の
「
中
世
」
を
執
筆
し
た
櫻
井
松
夫
氏
（
11
）

で
あ
る
。
筆
者
が
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
『
千
葉
一
族
』
の
短
い
記



事
か
ら
武
石
村
を
知
り
、
長
野
県
立
歴
史
館
で
『
武
石
村
誌
』

を
見
つ
け
た
の
は
平
成
一
二
年
の
五
月
。
そ
の
翌
年
、
仏
岩
と

武
石
村
を
訪
ね
、
忍
性
と
小
田
山
・
箱
根
山
・
仏
岩
の
宝
篋
印

塔
、
千
葉
市
武
石
町
と
長
野
県
旧
武
石
村
、
そ
れ
ら
に
関
与
し

た
武
石
氏
の
存
在
を
よ
う
や
く
繋
ぎ
合
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。 

 

（
一
）
子
檀
嶺
神
社
の
「
武
石
平
胤
盛
」
碑
と
「
笹
焼
明
神
」 

 

子
檀
嶺
（
こ
ま
み
ね
）
神
社
は
、
武
石
村
沖
の
五
日
町
に
倉

稲
魂
命
を
奉
っ
て
和
銅
五
年
（
七
一
二
）
に
創
立
、
大
同
元
年

諏
訪
大
社
の
二
神
を
合
祀
し
た
と
伝
え
ら
れ
、
五
日
毎
に
市
が

立
つ
こ
と
か
ら
「
五
日
町
明
神
」
と
称
さ
れ
た
神
社
で
あ
っ
た

が
、
天
正
四
年
（
一
五
七
六
）、
依
田
川
洪
水
に
よ
り
現
在
の
武

石
小
沢
根
に
移
転
し
て
き
た
。 

こ
の
境
内
の
本
殿
よ
り
一
段
低
い
平
場
に
、
蟇
股
内
部
に
月

星
紋
が
つ
い
た
「
笹
焼
（
さ
さ
や
き
）
明
神
」
の
小
社
殿
が
あ

り
、
そ
の
社
殿
の
裏
に
、
注
連
縄
が
張
ら
れ
た
円
筒
型
の
石
塔

が
あ
る
。
上
部
に
月
星
紋
が
陽
刻
、
そ
の
下
に
は
「
武
石
平
胤

盛
」
の
銘
文
が
あ
り
、「
武
」
の
字
は
「
文
」
の
下
に
「
止
」
の

異
体
字
で
彫
ら
れ
て
あ
る
。 

笹
焼
明
神
は
こ
の
村
を
開
発
し
た
神
と
伝
え
ら
れ
、
武
石
村

へ
の
旧
道
入
口
に
は
、
笹
焼
明
神
が
乗
っ
て
来
た
牛
が
力
尽
き

石
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
「
牛
石
さ
ま
」
が
祀
ら
れ
て
い
る
。 

武
士
は
所
領
を
得
て
そ
の
地
名
を
氏
と
す
る
の
が
一
般
的
で

あ
り
、
逆
に
氏
の
名
を
も
っ
て
地
名
と
す
る
場
合
は
、
そ
こ
が

ま
だ
名
の
な
い
郷
村
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
笹
焼
明
神

と
は
、
ま
だ
郷
の
名
前
も
な
か
っ
た
こ
ろ
に
入
植
し
、
笹
の
大

地
を
焼
き
は
ら
っ
て
村
を
つ
く
っ
た
祖
先
神
で
あ
り
、
そ
の
祖

先
と
は
、
社
殿
の
裏
奥
に
石
碑
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
る
「
武
石

平
胤
盛
」
で
は
な
い
か
。
と
、『
武
石
村
誌
』
は
推
論
す
る
。 

 

（
二
）
武
石
山
妙
見
寺
の
由
緒
と
月
星
紋 

 

武
石
村
中
心
部
の
下
武
石
に
、
武
石
山
妙
見
寺
と
い
う
真
言

宗
寺
院
が
あ
る
。
本
堂
の
外
陣
大
天
井
に
、
応
仁
年
間
に
狩
野

派
の
秀
山
信
尹
に
よ
り
描
か
れ
た
龍
の
絵
が
あ
り
、
手
を
打
つ

と
竜
鳴
を
発
す
る
こ
と
か
ら「
鳴
龍
」と
し
て
も
有
名
で
あ
る
。 

こ
の
本
堂
と
庫
裏
の
屋
根
に
は
、
千
葉
氏
の
家
紋
と
同
じ
月

星
の
紋
が
あ
る
。
由
緒
書
き
で
は
、「
嶽
石
三
郎
平
胤
盛
が
文
治

元
年
（
一
一
八
五
）
こ
の
村
の
鳥
屋
に
一
宇
を
建
て
、
大
日
如



来
と
妙
見
菩
薩
を
安
置
し
た
」
の
が
こ
の
寺
と
い
う
。 

 （
三
）
大
宮
諏
訪
神
社
の
棟
札
の
銘
文 

 

諏
訪
社
に
対
す
る
中
世
武
士
の
信
仰
が
厚
か
っ
た
信
濃
で
は
、

武
石
村
に
お
い
て
も
村
の
鎮
守
は
下
武
石
の
大
宮
諏
訪
神
社
で

あ
り
、
ま
た
一
五
世
紀
の
史
料
に
よ
れ
ば
、
武
石
郷
を
含
む
依

田
庄
は
下
諏
訪
春
宮
の
二
之
柱
造
営
役
を
担
っ
て
い
る
。 

そ
の
大
宮
諏
訪
神
社
の
棟
札
の
表
面
に
「
奉
修
復
大
宮
諏
訪

大
明
神
本
殿
拝
殿
成
就
祈
願
圓
満
祈
修
」の
願
文
に
続
け
て「
郷

主 

嶽
石
三
郎
平
胤
盛
一
族
安
穏
」、
そ
の
裏
面
に
は
「
元
暦
元

庚
辰
年 

朽
ち
た
る
に
よ
り
改
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。『
武
石
村

誌
』
で
は
、
江
戸
期
初
頭
に
前
の
棟
札
が
腐
っ
て
し
ま
っ
た
の

で
新
し
く
書
き
直
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
、
元
暦
元
年
（
一
一
八

四
）
は
、
木
曽
義
仲
が
近
江
で
敗
死
し
た
年
で
、
ま
だ
武
石
胤

盛
が
武
石
へ
入
る
に
は
早
す
ぎ
る
年
号
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
嶽

石
三
郎
平
胤
盛
」
の
伝
承
を
も
と
に
後
代
に
記
さ
れ
た
も
の
と

推
測
し
て
い
る
。 

 （
四
）
堀
の
内
の
館
跡 

鎌
倉
時
代
の
武
石
郷
は
ど
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
か
、『
武
石

村
誌
』
で
は
、
当
時
の
文
書
史
料
が
乏
し
い
中
、
武
石
村
の
遺

構
調
査
や
中
世
に
遡
る
「
開
戸
」（
か
い
と
）
地
名
の
丹
念
な
考

証
か
ら
、
開
発
当
時
の
集
落
の
景
観
の
復
元
を
試
み
て
い
る
。 

村
内
に
多
く
残
る
小
字
「
開
戸
」
の
土
地
は
、
鎌
倉
時
代
以

降
、
武
石
一
帯
を
領
有
し
て
い
た
土
豪
の
館
跡
と
推
定
さ
れ
、

小
字
「
堀
の
内
」
の
地
を
取
り
巻
く
よ
う
に
分
布
し
、
さ
ら
に

堀
の
内
に
は
領
主
の
館
跡
と
お
も
わ
れ
る
遺
構
が
残
っ
て
い
る
。 

『
武
石
村
誌
』で
は
、石
塁
の
内
側
を
領
主
が
住
ま
う
館
跡
、

そ
の
周
囲
を
用
水
と
古
道
で
大
き
く
方
形
に
囲
む
範
囲
を
、
領

主
直
轄
地
の
「
堀
の
内
」
と
し
て
い
る
。
現
地
へ
行
っ
て
み
る

と
、
石
塁
に
囲
ま
れ
た
方
形
の
畑
が
あ
り
、
中
世
の
館
跡
に
ふ

さ
わ
し
い
景
観
で
あ
っ
た
。 

 

お
わ
り
に 

 

本
稿
で
は
、
山
頂
の
宝
篋
印
塔
三
基
と
二
ヶ
所
の
武
石
氏
ゆ

か
り
の
地
を
実
踏
し
、
地
域
史
の
資
料
か
ら
ま
と
め
て
み
た
。 

信
濃
の
「
武
石
」
地
名
が
武
石
胤
盛
の
開
発
に
よ
る
と
い
う

説
は
、寺
社
や
伝
承
、石
造
物
な
ど
の
丹
念
な
調
査
に
よ
る
が
、



武
石
胤
盛
の
名
は
、
胤
盛
個
人
の
事
績
と
い
う
よ
り
、
武
石
氏

一
族
の
働
き
を
象
徴
し
て
、
伝
承
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。 

地
域
に
点
在
す
る
記
憶
の
か
け
ら
を
つ
づ
り
あ
わ
せ
る
こ
と

に
よ
り
、
鎌
倉
期
の
村
の
姿
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
が
、
文

書
史
料
を
欠
く
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
は
考
古
資
料
や
遺
構

調
査
に
よ
る
新
た
な
発
見
と
検
証
を
待
ち
た
い
と
思
う
。 

 

筆
者
が
地
域
の
歴
史
に
興
味
を
持
っ
た
の
は
、
二
十
六
年
前

に
勝
田
台
公
民
館
で
の
村
田
一
男
先
生
の
「
武
士
の
館
・
村
上

正
覚
院
」
の
講
義
を
お
聴
き
し
て
か
ら
だ
っ
た
と
思
う
。
そ
れ

以
来
、
村
田
一
男
先
生
に
は
、
八
千
代
市
郷
土
歴
史
研
究
会
の

活
動
を
通
じ
、
多
く
の
こ
と
を
お
教
え
い
た
だ
い
た
。
ご
指
導

に
感
謝
し
、
喜
寿
を
迎
え
ら
れ
て
、
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 
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